
 

 

ブログ投稿画像を用いた国立公園内の 
山岳における登山者の撮影写真分析 

 
 

増田 政弘1・福井 恒明2 
 

1
学生会員 法政大学大学院修士課程 デザイン工学研究科 都市環境デザイン工学専攻 
（〒102-8160 東京都千代田区富士見2-17-1，E-mail:masahiro.masuda.8i@stu.hosei.ac.jp） 

2
正会員 博士（工） 法政大学教授 デザイン工学部 都市環境デザイン工学科 
（〒102-8160東京都千代田区富士見2-17-1，E-mail:fukui@hosei.ac.jp） 

 

 
 日本を代表する自然の風景地として国立公園が指定され，環境が保全されている．国立公園では，風致

景観の特質や環境保全の必要性に応じて地種区分が設定されているが，地種区分による保護制度は，公園

利用者である登山者の眺望と一致していない可能性がある．国立公園の保護と利用にとって，保護制度と

登山者の眺望の関係を把握することが重要である．本研究では国立公園内の普通地域内や周辺の山岳を対

象に登山者ブログの投稿写真を用い，登山者の眺望と普通地域の関係を考察した．その結果，場所による

差はあるものの，普通地域であっても，登山者の眺望上重要性が高いと考えられる地域があり，普通地域

内に山岳，湖，高原等があると普通地域の撮影写真数が多くなり注目度が高くなることを明らかにした． 
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１． 序論 
 

(1)研究背景と目的 

1931 年に国立公園法が制定されて以降，日本を代表

する自然風景地が国立公園に指定され，環境が保全され

るとともに観光資源として活用されている．それぞれの

国立公園には「風致景観を維持するための方針を明らか

にし，併せて公園としての適正な利用を促進するための

方針を示し，公園の適正な運営を行うための基本的な指

針となること」を目的に公園計画が策定されている 1）．

公園計画は保護計画と利用計画に分かれており，保護計

画の中で，風致景観の特質，公園利用上の環境保全の必

要性に応じ地種区分が設定され，風致景観を保護してい

る．しかし，公園利用者である登山者が注目している眺

望と相違があり，地種区分が眺望を保全していない可能

性がある．登山者の視点や視対象と保護制度の関係を把

握することは，国立公園の自然景観の保全と活用を検討

する際に重要である． 

近年，登山者が撮影した写真やコメントが SNS上に投

稿され，共有されるようになり，これらの投稿情報を参

照することで登山者の注目している眺望について，定量

的な分析が可能になった． 

本研究では，国立公園の比較的規制の緩い普通地域に

注目し，普通地域内や周辺の山岳を対象に，登山者が投

稿した写真の撮影位置や撮影方向の分析を行い，登山者

の眺望において普通地域が占める位置づけと普通地域の

眺望上の特徴を明らかにすることを目的とする．  

 

(2)既往研究 

 国立公園に関する研究は数多くあり，国立公園の保護

制度に関する研究2）をはじめ，国立公園の実態把握やそ

の変遷については様々な先行研究がある．国立公園の利

用者の意識調査3）に関する研究もあるが，国立公園を利

用して得られる心理的効用について明らかにするだけに

とどまっており，国立公園の保護制度と利用者の関係に

ついては十分な議論がなされていない． 

 

 

２．研究方法 

 

(1)対象とするSNS  

SNSへの投稿写真を分析対象とした既往研究では，

FacebookやInstagramを用いた例はあるが，これらの一般

的なSNSでは投稿のテーマが多岐にわたるほか，位置情

報が付加されていない写真がほとんどである．そこで本

研究では山に特化したSNSに注目し，それらのSNSの中で

も山に関係のない写真が少なく，位置情報を読み取るこ

とが容易な登山専用のコミュニティサイト「ヤマレコ」

（https://www.yamareco.com）への投稿写真を分析の対象

とする．ヤマレコとは株式会社ヤマレコが2005年10月に
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サービスを開始したインターネット上のサービスであり，

登山時の写真やルート（GPSログ）を共有する山行記録

の機能を中心とし，山行計画書の作成や提出，利用者同

士の質問箱など，登山に役立つ機能を持つ．2018年12月

時点で約152万件の記録が登録されており，登録ユーザ

ー数は378365人である． 

後述する分析対象山岳について，2017年10月1日から

2018年9月30日の1年間に登録されたブログ内の写真を分

析対象とした． 

 

(2)対象とする地域と山岳 

2019年現在，日本国内で国立公園に指定されている34

か所の中から，普通地域の面積の割合が高く，対象とす

る「ヤマレコ」の登録山岳の割合が高い，支笏洞爺国立

公園の支笏地域，日光国立公園の日光地域，上信越高原

国立公園の浅間地域内にある山岳を分析対象とした（表

-1）．各地域の山岳と地種区分の関係を図1～3に示す．

なお，図1～3は国土地理院基盤地図情報ダウンロードサ

ービス4）から陰影図，環境省自然環境局生物多様センタ

ー5）から国立公園区域を取得しGIS上で表示した．図中

に示した山岳の登山ルートについては山岳ガイドブック
6）7）を参考に確認した． 

 

 (3)分析対象写真の抽出 

 （2）で抽出した山岳についてヤマレコに登録された

ブログ件数を確認した．分析上，これらの写真が撮影さ

れた位置や撮影方向を特定する必要があるため，投稿さ

れた写真に付加されたExif情報（カメラの機種や撮影時

の条件等のデータが画像データに埋め込まれたもの）か，  

ヤマレコに投稿された登山ルート上に投稿者自身が付し

た撮影位置の情報によって，位置情報が確認できる写真

のみを抽出した．さらに抽出した写真には，人や植物，

視界が開けていない写真も含まれるため，中景から遠景 

を撮影した写真を分析対象とした．その総数は4941枚で

ある（表-2）． 

 

 
図-2 日光地域・対象山岳 

(4)分析対象写真の撮影方向 

 分析対象写真の撮影方向は，写真データに撮影方向の

Exif情報が付加されているものはこれを参照した．Exif

情報がない写真については，撮影位置と写真の内容から

写真の中心が向いている方向を撮影方向とし，分析対象

のすべての写真で特定した． 

 

表-1 分析対象とする地域と山岳 

対象地域 分析対象山岳（標高） 

支笏地域 

（支笏洞爺 

国立公園） 

樽前山（1041m），風不死岳（1103m） 

多峰古峰山（661m） 

日光地域 

（日光 

 国立公園） 

赤薙山（2010m），女峰山（2483m） 

帝釈山（2455m），小真名子山（2323m） 

大真名子山（2376），男体山（2486m） 

丹勢山（1398m），三ノ宿山（1228m） 

薬師岳（1414m） 

浅間地域 

（上信越高原

国立公園） 

小浅間山（1655m），浅間山（2568m） 

前掛山（2493m），蛇骨山（2366m） 

黒斑山（2404m），牙山（2111m） 

剣ヶ峰（2281m），石尊山（1667m） 

高峯山（2106m），水ノ塔山（2202m） 

東篭ノ登山（2227m），西篭ノ登山（2212m） 

三方ヶ峰（2040m），棧敷山（1931m） 

小棧敷山（1852m），村上山（1747m） 

角間山（1981m），湯ノ丸山（2101m） 

鳥帽子岳（2066m） 

 

 

図-1 支笏地域・対象山岳 

 

図-3 浅間地域・対象山岳 
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表-2 分析対象山岳のヤマレコのブログ登録件数および登録写真数

対象地域 対象山岳 
ブログ登録件数 

（2017.10～2018.09） 

対象期間の登録写真数 

全体 
中景～遠景写真 

（位置特定可能なもの） 

支笏地域 

（支笏洞爺国立公園） 

樽前山 228 5141 647 

風不死岳 128 3508 82 

多峰古峰山 21 373 26 

日光地域 

（日光国立公園） 

赤薙山 198 7721 436 

女峰山 189 8297 
117 

帝釈山 48 2635 

小真名子山 36 244 
47 

大真名子山 41 2391 

男体山 470 14088 459 

丹勢山 8 376 26 

三ノ宿山 6 296 3 

薬師岳 34 1431 18 

浅間地域 

（上信越高原国立公園） 

小浅間山 50 1127 17 

浅間山 
211 9089 312 

前掛山 

蛇骨岳 480 22439 
1737 

黒斑山 713 29896 

牙山 8 440 26 

剣ヶ峰 6 355 15 

石尊山 12 540 18 

高峯山 49 2253 43 

水ノ塔山 77 3198 17 

東篭ノ登山 111 4951 
318 

西篭ノ登山 51 2574 

三方ヶ峰 75 3904 30 

棧敷山 1 24 
0 

小棧敷山 1 24 

村上山 11 302 15 

角間山 16 715 40 

湯ノ丸山 206 7419 
492 

鳥帽子岳 3 130 

合計 3699 135881 4941 

 

３．分析対象写真の分布と撮影方向に関する考察 

 

(1)撮影位置 

代表例として多峰古峰山，男体山，小浅間山について，

写真撮影位置の分布を示す（図4～6）．図4～6は図1～3

と同様にGISで作成した． 

撮影位置はどの対象地においても，山頂だけではなく，

登山ルート上に広く存在する．遠景写真は視界の開けた

場所で撮影されるため，撮影位置の分布は眺望の良い場

所を示しており，これらの場所は風致景観を享受する場

所として景観上，観光上ともに重要な場所であるといえ

る． 

 

 

(2)撮影方向 

撮影方向を確認し，普通地域方向を撮影している写真

数をまとめた（図-7）．普通地域方向を撮影している写

真は支笏地域では撮影写真数の7％と低い数値だが，浅

間地域では46％と撮影写真数の半数近くが普通地域方向

を撮影していた．差はあるものの普通地域が眺望対象と

して重要な地域もあるといえる． 

 

 

４．普通地域撮影写真の構図に関する考察 

 

(1)普通地域撮影写真の構図分類 

ヤマレコへの投稿写真の撮影方向の分析から，普通地域 
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図-4 写真撮影位置分布（多峰古峰山） 

 

図-5 写真撮影位置（男体山） 

 

の映り込み方には次の3つの構図があることがわかった． 

 普通地域内の主対象を撮影しているもの（構図1），

普通地域以外の遠方に主対象があり，その前景に普通地

域が写るもの（構図2），普通地域以外の地域から普通

地域外にある主対象を撮影した際に普通地域が写るもの

（構図3）． 

 各地域の普通地域撮影写真の構図ごとの写真数を図-8

に示す． 

 

(2)地域ごとの考察 

 後述する写真はヤマレコ（https://www.yamareco.com）

投稿写真に環境アセスメントデータベース8)を参考に普

通地域の範囲を加筆した． 

a)支笏地域 

 支笏地域内にある山岳からの普通地域撮影写真は構図

1の写真は見られず，構図2と構図3に当てはまる樽前山

の山頂の南側から太平洋方向を撮影した写真の前景に普

通地域が写っている構図（写真-1）と風不死岳の登山道

から樽前山方向を撮影した写真の背景に普通地域が写っ

ている構図（写真-2）が確認できた． 

支笏地域の樽前山の南側の普通地域内には写真を撮影

する際の対象となる山岳などがないことが，普通地域を 

 

図-6 写真撮影位置（小浅間山） 

 

図-7 普通地域方向撮影写真数 

 

主対象としている写真は見られなかった理由であると考

えられる．そのため，他の2つの地域より普通地域が写

っている写真が少なく，普通地域の注目度は低い傾向が 

あることが確認できた． 

b)日光地域 

 日光地域内の山岳からの普通地域撮影写真は3つの構

図のすべてが存在した．特に赤薙山山頂の東側にあり，

登山ルート上にある霜降高原を撮影した写真が多く確認

された（写真-3），霜降高原は普通地域内にあり，注目

度は高いことがわかる． 

 日光地域は登山道の様々な場所から日光市街地を撮影

した写真があり，日光市市街地周辺は国立公園内ではな

いが，撮影位置から市街地の間に普通地域があるため，

撮影写真の市街地の前景には普通地域が写っている（写

真-4）．大真名子山へ向かう登山道から小真名子山方向

を撮影した写真の背景に小さい範囲ではあるが普通地域

が写っていることが確認できた（写真-5）．しかし，日

光地域の対象写真1361枚の内，1枚だけしか確認できず，

他の写真は背景に普通地域が写っていなかったので注目

度は低いといえる． 

c)浅間地域 

 浅間地域は他の2つの地域より多くの普通地域撮影写
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真があり，3つの構図すべてが確認できた．浅間地域は

普通地域内に山岳が多く，それらの山岳の登山道や山頂

から撮影された写真が多いため，他の2地域より普通地

域撮影写真が多くなったことがわかる． 

東篭ノ登山の登山道から山頂方向を撮影した写真は写

っている対象がすべて普通地域である（写真-6）．また，  

国立公園の範囲外にある八ヶ岳を撮影する際の前景に普 

 

 

図-8 普通地域撮影写真・構図割合 

 

写真-1 太平洋の前景に普通地域が写る9)（筆者加筆） 

 

写真-2 932峰の背景に普通地域が写る10)（筆者加筆） 

 

 

 

通地域が写る構図（写真-7）．浅間山から外輪山である 

黒斑山を撮影した際に，普通地域内にある東篭ノ登山の

山頂が写る，撮影対象の背景に普通地域が写る構図が確

認できた（写真-8）．普通地域の注目度は，登山者の主

な撮影対象である山岳や高原などの自然が多くあると注

目度が高くなり，普通地域内に山岳が多い浅間地域は普

通地域への注目度も高い傾向が確認できた． 

 

 

写真-3 普通地域内にある霜降高原を撮影11)（筆者加筆） 

 

写真-4 日光市市街地の前景に普通地域が写る12)（筆者加筆） 

 

写真-5 小真名子山の背景に普通地域が写る13)（筆者加筆） 

 370



 

 

写真-6 普通地域内にある東篭ノ登山を撮影14)（筆者加筆） 

 

写真-8 浅間山の外輪山の背景に普通地域が写る16) 

（筆者加筆） 

 

 

５．まとめ 

 

(1)結論 

本研究では，登山者ブログ「ヤマレコ」に投稿された

写真から，3つの地域内にある山岳から撮影された4941

枚の写真を対象に登山者の撮影位置，撮影方向を分析し，

普通地域との関係を考察した．その結果次のような結論

が得られた． 

a)登山者の眺望において普通地域が占める位置づけ 

場所によって差はあるものの，国立公園内の普通地域

であっても，登山者の眺望上重要性が高いと考えられる

地域がある． 

b)普通地域の眺望上の特徴 

普通地域を撮影する写真は 3つの構図に分類すること

ができ，普通地域内に視対象となる山岳，湖，高原等が

あると普通地域の撮影写真数が多くなり，注目度が高く

なる． 

 地種区分による保護制度では登山者の眺望を十分に保

護できていないと考えられる．特に地種区分は山の山頂

近辺に近いほど規制が厳しくなる傾向があり，登山者の

山頂近辺からの眺望では，普通地域などの規制が比較的 

 

写真-7 八ヶ岳の前景に普通地域が写る15)（筆者加筆） 

 

緩い地域が多く撮影されている．また，地域によって登

山者が注目している風景に違いがあり，普通地域の注目

のされ方にも違いがある．今後普通地域であっても，国

立公園内での開発を行う際には登山者の撮影位置や撮影

方向，注目している風景を十分に考慮することが必要で

ある． 

 

(2)今後の課題 

 本研究では普通地域のみに着目したが，他の地種区分

においても登山者の眺望について把握し，眺望の特徴と

地種区分の関係についての分析や可視不可視分析などを 

用いて，より地形に即した分析を行う必要がある． 
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